
九
州
国
有
林
の
約
半
分
は
人
工
林

で
あ
り
、
こ
れ
ら
人
工
林
に
つ
い
て

は
着
実
に
資
源
が
充
実
し
、
利
用
期

を
迎
え
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
引
き
続
き
間
伐
を
推

進
す
る
と
と
も
に
、
将
来
的
な
齢
級

構
成
の
平
準
化
も
考
慮
し
つ
つ
、
主

伐
と
そ
の
後
の
再
造
林
を
計
画
的
に

推
進
し
ま
す
。

こ
う
し
た
取
組
を
通
じ
、
森
林
資

源
の
循
環
利
用
を
行
い
な
が
ら
、
森

林
の
有
す
る
多
面
的
機
能
の
持
続
的

な
発
揮
を
図
る
と
と
も
に
、
地
球
温

暖
化
対
策
に
お
け
る
森
林
吸
収
源
対

策
に
も
貢
献
し
ま
す
。
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(２０１５年）

No １７２０

熊本市西区京町本丁２－７

平成２７年５月１０日

九
州
森
林
管
理
局
で
は
、
４
月
22
日
、
平
成
27
年
度
重
点
取
組
事
項
の
記

者
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

冒
頭
、
川
端
省
三
局
長
か
ら
一
般
会
計
移
行
か
ら
３
年
目
を
迎
え
、
国
有

林
と
し
て
森
林
の
公
益
性
を
重
視
し
た
森
林
の
管
理
を
行
う
こ
と
、
九
州
は

全
国
的
に
先
進
的
な
事
例
を
多
々
行
っ
て
い
る
地
域
で
あ
り
、
地
域
の
林
業
・

木
材
産
業
に
貢
献
で
き
る
よ
う
に
事
業
を
実
施
し
て
い
く
旨
の
挨
拶
の
後
、

各
担
当
部
長
か
ら
具
体
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
の
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

１
・
森
林
資
源
の
循
環

利
用
に
よ
る
多
面
的
機

能
の
維
持
増
進

重
点
取
組
事
項
に
つ
い
て

説
明
を
行
う
局
幹
部

林政記者クラブ３社へ記者発表 一般紙２社へ記者発表

資
料
＝
林
野
庁

「
森
林
資
源
現
況
総
括
表
」

資
料
＝
林
野
庁
「
森
林
資
源
現
況
」

（
平
成
24
年
３
月
31
日
）



(1)
民
国
連
携
し
た
治
山
事
業

近
年
、
異
常
な
豪
雨
等
に
伴
う
大

規
模
な
災
害
が
全
国
各
地
で
発
生
す

る
と
と
も
に
、
火
山
活
動
も
活
発
な

状
況
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
自

然
災
害
か
ら
住
民
の
生
命
や
財
産
を

守
る
た
め
、
毎
年
、
計
画
的
に
治
山

事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
現
在
噴
火
活
動
が
活
発
化

し
て
い
る
阿
蘇
山
に
お
い
て
、
特
定

流
域
総
合
治
山
対
策
（
※
）
の
取
組

な
ど
民
有
林
を
管
理
す
る
自
治
体
な

ど
と
連
携
す
る
こ
と
に
よ
り
、
事
業

の
効
率
化
と
治
山
施
設
の
効
果
を
十

分
発
揮
で
き
る
よ
う
に
取
り
組
み
ま

す
。

（
※
）
特
定
流
域
総
合
治
山
対
策
と
は
、

国
有
林
と
民
有
林
の
治
山
事
業
実
施
箇
所

が
近
接
し
て
い
る
箇
所
に
お
い
て
、
国
有

林
と
民
有
林
の
対
策
を
連
携
し
て
一
体
的

に
実
施
す
る
治
山
対
策
。

(2)
海
岸
防
災
林
の
整
備
に
向

け
た
検
討

東
日
本
大
震
災
以
降
、
津
波
等
に

対
す
る
国
民
の
防
災
意
識
が
高
ま
る

中
、
平
成
25
年
度
か
ら
有
識
者
や
自

治
体
な
ど
の
関
係
者
と
連
携
し
海
岸

防
災
林
の
整
備
に
係
る
現
地
な
ど
に

お
け
る
検
討
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、
鹿
児
島
県
と
宮
崎
県

中
部
で
海
岸
防
災
林
整
備
方
針
を
策

定
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

平
成
27
年
度
か
ら
は
、
宮
崎
県
北

部
で
海
岸
防
災
林
整
備
方
針
を
策
定

す
る
な
ど
民
有
林
と
国
有
林
が
連
携

し
た
取
組
を
展
開
し
ま
す
。

(3)
木
材
の
利
用
推
進
及
び
生

物
多
様
性
保
全
に
資
す
る
治

山
事
業
の
推
進

現
地
で
発
生
し
た
土
石
や
木
材
を

使
用
し
た
木
製
床
固
工
や
木
製
土
留

工
な
ど
治
山
施
設
へ
の
木
材
の
利
用

を
推
進
し
ま
す
。

ま
た
、
在
来
種
に
よ
る
緑
化
な
ど

生
物
多
様
性
保
全
に
資
す
る
治
山
事

業
の
推
進
に
積
極
的
に
取
り
組
み
ま

す
。
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２
・
国
民
生
活
の
安
全
・

安
心
の
確
保
に
向
け
た

取
組

特定流域総合治山対策（阿蘇地域）

平成２６年度検討会の模様（宮崎県宮崎市）

平成２６年度 木製床固工（鹿児島県出水市）
【木材使用量 ２９m3】

森林資源の循環利用イメージ図



(1)
奄
美
・
琉
球
に
お
け
る
生

物
多
様
性
保
全
の
取
組

「
奄
美
大
島
・
徳
之
島
・
沖
縄
島

北
部
・
西
表
島
」
の
４
島
は
平
成
25

年
12
月
に
開
催
さ
れ
た
「
奄
美
・
琉

球
世
界
自
然
遺
産
候
補
地
科
学
委
員

会
」
に
お
い
て
、
自
然
遺
産
の
推
薦

候
補
地
と
し
て
選
定
さ
れ
た
と
こ
ろ

で
す
。

こ
の
よ
う
な
世
界
遺
産
登
録
に
向

け
た
動
向
も
踏
ま
え
、
「
奄
美
群
島

森
林
生
態
系
保
護
地
域
」
及
び
「
西

表
島
森
林
生
態
系
保
護
地
域
」
に
お

い
て
は
、
各
種
調
査
を
行
う
と
と
も

に
、
保
全
管
理
計
画
を
策
定
し
適
切

な
森
林
生
態
系
の
保
護
管
理
に
取
り

組
み
ま
す
。

(2)
公
益
的
機
能
維
持
増
進
協

定
の
取
組

平
成
26
年
度
は
、
公
益
的
機
能
維

持
増
進
協
定
（
※
巻
末
資
料
参
照
）

に
基
づ
き
、
国
有
林
が
屋
久
島
町
及

び
霧
島
市
に
お
い
て
協
定
民
有
林
も

含
め
た
一
体
的
な
森
林
整
備
（
外
来

種
の
駆
除
、
間
伐
）
を
行
い
ま
し
た
。

平
成
27
年
度
に
お
い
て
も
、
協
定

に
基
づ
き
継
続
し
て
外
来
種
の
駆
除

を
行
う
と
と
も
に
、
新
た
な
協
定
締

結
に
向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

(3)
８
月
11
日
「
山
の
日
」
制

定
記
念
の
取
組

平
成
28
年
か
ら
８
月
11
日
が
国
民

の
祝
日｢

山
の
日｣

と
な
り
ま
す
。

こ
れ
を
記
念
し
て
、
多
面
的
機
能

の
発
揮
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て

い
る
林
業
・
山
村
に
関
す
る
国
民
の

理
解
が
促
進
さ
れ
る
よ
う
、
森
林
環

境
教
育
や
森
林
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

イ
ベ
ン
ト
を
通
し
、
積
極
的
に
山
に

親
し
む
機
会
の
提
供
な
ど
に
取
り
組

み
ま
す
。

ま
た
、
大
分
県
九
重
町
で
予
定
さ

れ
て
い
る
「
山
の
日
」
記
念
全
国
大

会
の
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
（
８
月
11
日
開

催
）
に
つ
い
て
、
積
極
的
に
協
力
し

ま
す
。

(1)
シ
カ
被
害
等
の
把
握
と
効

果
的
な
捕
獲
技
術
の
実
証
・

普
及シ

カ
被
害
の
著
し
い
地
域
に
お
い

て
、
被
害
状
況
の
把
握
や
、
シ
カ
の

生
息
密
度
・
行
動
状
況
な
ど
の
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
を
行
い
、
効
果
的
な
被
害

対
策
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
国
有
林
内
に
モ
デ
ル
地
域

を
設
定
し
、
地
域
の
農
林
業
関
係
者

と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
情
報
通
信

技
術
を
活
用
し
た
捕
獲
技
術
の
実
証
・

普
及
に
取
り
組
み
ま
す
。

(2)
地
域
と
連
携
し
た
捕
獲
の

推
進市

町
村
・
地
元
猟
友
会
等
に
よ
る

国
有
林
内
に
お
け
る
捕
獲
の
円
滑
化

に
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、
シ
カ
被
害
対
策
の
協
定
に

基
づ
く
わ
な
の
貸
し
出
し
や
、
捕
獲

事
業
の
実
施
な
ど
、
地
域
と
連
携
し

た
捕
獲
を
推
進
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
県
等
と
連
携
し
広
域
に

ま
た
が
る
シ
カ
の
一
斉
捕
獲
等
に
取

り
組
み
ま
す
。

屋
久
島
に
お
い
て
は
、
関
係
機
関

と
連
携
し
、
新
た
な
ヤ
ク
シ
カ
の
管

理
計
画
を
策
定
し
て
個
体
数
管
理
を

含
む
総
合
的
な
対
策
を
推
進
し
ま
す
。

(3)
造
林
地
に
お
け
る
シ
カ
被

害
防
止
対
策
の
効
果
及
び
コ

ス
ト
の
検
証
・
普
及

主
伐
・
再
造
林
を
円
滑
か
つ
着
実

に
進
め
る
た
め
、
シ
カ
被
害
防
止
対

策
を
含
め
た
ト
ー
タ
ル
コ
ス
ト
の
軽

減
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、
こ
れ
ま

で
実
施
し
た
シ
カ
防
護
柵
の
設
置
コ

ス
ト
や
新
た
な
工
法
を
比
較
し
、
低

コ
ス
ト
で
効
果
的
・
効
率
的
な
工
法

に
つ
い
て
検
証
し
ま
す
。
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シマオオタニワタリ（奄美大島）

外来種（アブラギリ）の繁茂状況（屋久島）

４
・
地
域
と
連
携
し
た

シ
カ
被
害
対
策
に
向
け

た
取
組

ヤクシカの管理に関する会合の様子（鹿児島市）

３
・
生
物
多
様
性
の
保

全
等
に
向
け
た
取
組

森林環境教育の様子

自動監視装置等を用いた囲いわな



(1)
低
コ
ス
ト
化
の
取
組
の
拡

大
と
普
及

再
造
林
の
低
コ
ス
ト
化
を
進
め
る

た
め
、
主
伐
箇
所
（
誘
導
伐
な
ど
）

に
お
い
て
時
期
を
問
わ
ず
植
栽
可
能

な
コ
ン
テ
ナ
苗
を
用
い
た
伐
採
～
植

栽
の
一
貫
作
業
に
よ
り
、
地
拵
え
を

簡
略
化
し
た
作
業
シ
ス
テ
ム
を
推
進

し
ま
す
。

ま
た
、
将
来
的
な
保
育
作
業
の
低

減
を
図
る
た
め
、
植
栽
本
数
に
つ
い

て
も
従
来
の
密
度
（
２
５
０
０

～

３
０
０
０
本/

㌶
）
か
ら
、
低
密
度

植
栽
（
１
５
０
０

～
２
０
０
０
本/

㌶
）
を
導
入
し
、
さ
ら
な
る
低
コ
ス

ト
化
を
目
指
し
ま
す
。

(2)
増
加
す
る
苗
木
需
要
へ
の

対
策一

貫
作
業
シ
ス
テ
ム
の
普
及
に
伴

い
増
加
す
る
コ
ン
テ
ナ
苗
の
需
要
に

対
し
、
生
産
出
荷
体
制
の
調
整
な
ど

を
目
的
に
、
昨
年
度
か
ら
始
め
た
コ

ン
テ
ナ
苗
供
給
調
整
会
議
を
引
き
続

き
開
催
し
ま
す
。

併
せ
て
、
国
有
林
の
苗
木
需
要
動

向
を
関
係
者
へ
情
報
提
供
す
る
こ
と

に
よ
り
苗
木
生
産
の
拡
大
と
需
給
の

安
定
化
に
寄
与
し
ま
す
。

ま
た
、
コ
ン
テ
ナ
苗
と
同
様
に
苗

木
需
要
が
増
加
し
て
い
る
裸
苗
の
生

産
支
援
策
と
し
て
、
国
有
林
内
の
造

林
地
に
お
け
る
採
穂
適
地
の
情
報
を

生
産
者
へ
提
供
し
、
国
有
林
か
ら
の

積
極
的
な
挿
し
木
用
穂
木
の
供
給
を

拡
大
し
ま
す
。

(3)
多
様
な
木
材
需
要
に
応
え

る
取
組

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
用
原
料
材
の
資

源
確
保
の
ニ
ー
ズ
な
ど
多
様
な
木
材

需
要
に
応
じ
る
た
め
、
コ
ウ
ヨ
ウ
ザ

ン
な
ど
の
成
長
の
早
い
樹
種
も
含
め

た
分
収
造
林
を
積
極
的
に
企
業
体
へ

呼
び
か
け
ま
す
。

(4)
公
的
機
関
に
よ
る
事
業
量

の
見
通
し
の
公
表

地
域
の
森
林
整
備
の
担
い
手
で
あ

る
林
業
事
業
体
の
育
成
は
再
造
林
の

推
進
に
欠
か
せ
な
い
課
題
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
新
た
に
県
な
ど
の
公
的
機

関
と
国
有
林
が
連
携
し
、
年
間
の
森

林
整
備
や
素
材
生
産
な
ど
の
各
種
事

業
量
を
県
単
位
で
公
表
し
、
事
業
体

の
経
営
基
盤
の
強
化
、
労
働
力
の
確

保
に
資
す
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

(1)
木
材
需
給
情
報
の
収
集
及

び
地
域
と
連
携
し
た
木
材
供

給
情
報
発
信

ア

学
識
経
験
者
及
び
木
材
の
生
産
、

流
通
、
加
工
等
の
関
係
者
か
ら
な

る
国
有
林
材
供
給
調
整
検
討
委
員

会
等
を
通
じ
て
国
有
林
材
を
含
め

た
地
域
の
木
材
需
給
動
向
の
把
握

に
取
り
組
み
ま
す
。

イ

平
成
27
年
度
か
ら
新
た
に
国
有

林
材
の
生
産
見
通
し
を
県
別
に
月

単
位
で
公
表
し
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
民
有
林
の
木
材
生

産
事
業
者
や
製
材
工
場
な
ど
の
木

材
需
要
者
が
事
業
予
定
を
検
討
す

る
際
の
参
考
情
報
と
し
て
活
用
さ

れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

さ
ら
に
、
民
有
林
と
国
有
林
を

合
わ
せ
た
木
材
生
産
見
通
し
の
公

表
に
つ
い
て
、
公
的
機
関
へ
も
呼

び
か
け
る
な
ど
取
組
の
拡
大
を
図

り
ま
す
。

(2)
木
材
の
安
定
供
給
と
材
質

等
の
区
分
に
応
じ
た
利
用
の

推
進新

た
な
大
型
製
材
工
場
の
進
出
や

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
の
複
数
稼

働
な
ど
に
伴
い
、
木
材
需
要
が
高
ま

る
中
で
、
安
定
供
給
シ
ス
テ
ム
に
よ

る
販
売
（
※
巻
末
資
料
参
照
、
以
下

「
シ
ス
テ
ム
販
売
」
と
い
う
）
な
ど

を
通
じ
て
直
材
や
曲
が
り
材
と
い
う

区
分
毎
に
応
じ
た
資
源
の
有
効
利
用

と
安
定
供
給
を
推
進
し
ま
す
。

ア

安
定
供
給
シ
ス
テ
ム
販
売
の
推

進国
産
材
の
需
要
拡
大
等
に
取
り
組

む
製
材
工
場
等
の
需
要
者
に
対
し
素

材
（
丸
太
）
を
シ
ス
テ
ム
販
売
に
よ

り
安
定
的
に
供
給
し
ま
す
。

ま
た
、
今
後
の
増
加
が
見
込
ま
れ

る
主
伐
林
分
の
立
木
販
売
に
つ
い
て
、

複
数
年
協
定
に
よ
る
シ
ス
テ
ム
販
売

を
拡
大
し
ま
す
。
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斜め張り方式

２
・
木
材
の
安
定
供
給

体
制
の
確
立
に
向
け
た

取
組

九
州
か
ら
の
森
林
・

林
業
の
再
生

１
・
再
造
林
の
促
進
に

向
け
た
取
組

寝かせ張り方式



イ

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
用
原
料

材
の
安
定
供
給
へ
の
寄
与

今
年
度
か
ら
本
格
化
が
見
込
ま
れ

る
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
の
稼
働

に
向
け
て
、
原
料
材
の
需
要
動
向
を

的
確
に
把
握
し
、
シ
ス
テ
ム
販
売
な

ど
に
よ
る
原
料
材
の
安
定
供
給
に
努

め
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
資
源
と
し
て
利

用
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
初
回
間
伐
林

分
の
立
木
販
売
の
取
組
を
拡
大
す
る

と
と
も
に
、
需
要
に
応
じ
て
林
地
残

材
の
販
売
に
取
り
組
み
ま
す
。

(1)
森
林
総
合
監
理
士
（
フ
ォ

レ
ス
タ
ー
）
の
育
成
と
活
動

の
推
進

将
来
の
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
候
補
生
の

育
成
を
図
る
た
め
に
、
地
域
の
森
づ

く
り
構
想
や
循
環
的
な
木
材
生
産
の

戦
略
を
描
く
知
識
・
技
術
の
習
得
、

新
た
な
作
業
シ
ス
テ
ム
の
導
入
等
に

つ
い
て
の
技
術
者
育
成
研
修
等
を
実

施
し
ま
す
。

ま
た
、
新
た
に
九
州
フ
ォ
レ
ス
タ
ー

等
連
絡
協
議
会
（
平
成
26
年
８
月
設

立
）
と
の
共
催
に
よ
り
、
民
有
林
及

び
国
有
林
の
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
等
の
継

続
的
な
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
や
市
町
村
等

と
の
連
携
を
促
進
し
活
動
の
実
効
性

を
高
め
る
た
め
の
会
議
を
開
催
し
ま

す
。

(2)
林
業
の
低
コ
ス
ト
化
に
向

け
た
技
術
の
検
証
と
普
及

ア

エ
リ
ー
ト
ツ
リ
ー
コ
ン
テ
ナ
苗

生
産
技
術
と
供
給
体
制
の
確
立

下
刈
の
省
略
化
な
ど
低
コ
ス
ト
造

林
に
資
す
る
た
め
、
エ
リ
ー
ト
ツ
リ
ー

等
優
良
品
種
を
用
い
た
コ
ン
テ
ナ
苗

生
産
に
つ
い
て
成
長
等
の
デ
ー
タ
を

解
析
・
実
証
し
、
生
産
技
術
の
確
立

を
支
援
し
ま
す
。

ま
た
、
仕
立
て
た
エ
リ
ー
ト
ツ
リ
ー

コ
ン
テ
ナ
苗
を
国
有
林
に
植
栽
し
、

苗
木
生
産
に
必
要
な
穂
木
等
の
供
給

源
と
し
て
国
有
林
の
フ
ィ
ー
ル
ド
を

活
用
す
る
な
ど
供
給
体
制
の
確
立
を

目
指
し
ま
す
。

イ

低
密
度
植
栽
造
林
地
等
の
更
な

る
検
証
デ
ー
タ
の
集
積
と
導
入
・

普
及

平
成
16
、
17
年
度
に
植
栽
を
行
っ

た
低
密
度
植
栽
箇
所
に
つ
い
て
、
樹

種
（
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
）
別
の
成
長
等

の
デ
ー
タ
を
更
に
集
積
し
、
国
有
林

に
お
け
る
新
規
造
林
に
導
入
す
る
と

と
も
に
民
有
林
へ
の
普
及
に
努
め
ま

す
。ま

た
、
大
苗
植
栽
に
よ
る
下
刈
等

保
育
作
業
の
低
コ
ス
ト
化
に
つ
い
て

も
検
証
を
進
め
ま
す
。

ウ

こ
れ
ま
で
の
技
術
開
発
課
題

の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化

こ
れ
ま
で
森
林
技
術
・
支
援
セ
ン

タ
ー
等
に
お
い
て
取
り
組
ん
で
き
た

技
術
開
発
に
つ
い
て
、
昭
和
48
年
度

か
ら
平
成
25
年
度
ま
で
の
成
果
報
告

を
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
し
、
九
州
森
林

管
理
局
の
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
し
ま
す
。

（
担
当
＝
企
画
調
整
課
）
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バイオマス原料材

大型製材工場

３
・
森
林
・
林
業
再
生
を

牽
引
す
る
人
材
育
成
に
向

け
た
取
組

技術者育成研修の様子

エリートツリーコンテナ苗の生産状況

低密度植栽造林地(ヒノキ)
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【
都
城
支
署
】
都
城
市
立
安
久
小

学
校
体
育
館
及
び
駐
車
場
に
お
い
て
、

同
小
４
年
生
38
名
に
「
森
林
の
役
割

に
つ
い
て
の
学
習
」
「
木
工
ク
ラ
フ

ト
」
「
丸
太
切
り
体
験
」
の
３
つ
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
森
林
教
室
を
行
い
ま

し
た
。

「
森
林
の
役
割
に
つ
い
て
の
学
習
」

で
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
を
使
用
し
、

森
林
の
持
つ
公
益
的
機
能
や
林
業
と

い
う
仕
事
に
つ
い
て
模
型
を
用
い
た

説
明
を
行
い
ま
し
た
。
説
明
の
中
で
、

森
林
の
土
砂
崩
れ
を
防
ぐ
役
割
と
水

を
地
中
に
染
み
込
ま
せ
る
働
き
が
わ

か
る
実
験
を
行
い
、
児
童
か
ら
は
納

得
す
る
声
や
感
心
す
る
声
が
聞
こ
え
、

児
童
達
の
記
憶
に
残
る
学
習
と
な
り

ま
し
た
。

「
木
工
ク
ラ
フ
ト
」
で
は
、
表
札

と
ネ
ー
ム
プ
レ
ー
ト
作
り
を
行
い
ま

し
た
。
児
童
達
は
、
用
意
し
た
材
料

に
場
所
や
名
前
を
書
き
、
思
い
思
い

の
飾
り
付
け
を
し
な
が
ら
、
自
分
だ

け
の
表
札
と
ネ
ー
ム
プ
レ
ー
ト
作
り

に
集
中
し
て
い
ま
し
た
。

「
丸
太
切
り
体
験
」
で
は
、
周
り

の
声
援
を
受
け
な
が
ら
児
童
一
人
一

人
が
懸
命
に
鋸
を
引
い
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
切
り
終
え
た
時
に
は
、
達
成

感
に
満
足
し
つ
つ
、
切
り
終
え
た
丸

太
の
年
輪
を
数
え
た
り
、
匂
い
を
嗅

い
で
は
喜
び
、
大
事
に
持
ち
帰
っ
て

い
ま
し
た
。

今
回
の
森
林
教
室
を
と
お
し
、
森

林
の
大
切
さ
や
林
業
と
い
う
仕
事
の

重
要
性
に
つ
い
て
学
ん
で
も
ら
う
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
同
小
で
の
森
林
教
室
は
、

今
回
が
初
め
て
の
実
施
で
あ
り
、
当

支
署
と
し
て
は
、
今
後
も
積
極
的
に

協
力
を
行
い
な
が
ら
森
林
の
役
割
・

自
然
環
境
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
の

知
識
や
理
解
を
よ
り
深
め
て
も
ら
え

る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
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私
は
鹿
児
島
県
屋
久
島
に
住
ん
で

お
り
ま
す
。
島
内
で
発
行
さ
れ
て
い

る
広
報
紙
「
洋
上
ア
ル
プ
ス
」
（
林

野
庁
屋
久
島
森
林
生
態
系
保
全
セ
ン

タ
ー
発
行
）
で
、
本
モ
ニ
タ
ー
の
こ

と
を
知
り
応
募
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

島
の
森
が
世
界
自
然
遺
産
に
登
録

さ
れ
、
は
や
20
年
。
慣
れ
親
し
ん
で

き
た
森
林
環
境
が
目
に
見
え
る
勢
い

で
変
わ
り
行
く
こ
の
歳
月
の
中
、
私

達
島
民
は
日
々
の
生
活
を
お
く
っ
て

い
ま
す
。

さ
て
、
島
が
持
つ
特
異
的
な
自
然

環
境
、
と
り
わ
け
中
心
山
岳
部
に
向

け
た
観
光
者
の
関
心
は
高
く
、
い
ま

仮
に
観
光
密
度
分
布
を
地
図
上
に
濃

淡
で
表
し
た
と
す
る
と
、
島
の
中
心

部
に
濃
い
色
が
塗
ら
れ
て
い
る
の
が

現
状
で
す
。
島
面
積
の
９
割
近
く
を

占
め
る
山
全
体
に
畏
敬
の
念
を
抱
き
、

そ
こ
か
ら
も
た
ら
さ
れ
る
恩
恵
で
歴

史
を
重
ね
て
き
た
民
の
心
中
は
、
否

応
な
く
こ
の
現
実
と
向
き
合
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
く
な
り
ま
し
た
。

島
人(
し
ま
び
と)

は
私
を
含
め
プ

ラ
イ
ベ
ー
ト
風
景
な
る
、
個
々
を
癒

や
し
て
く
れ
る
場
所
の
一
つ
や
二
つ

は
皆
持
ち
合
わ
せ
て
い
ま
す
。
そ
こ

に
出
向
き
、
花
鳥
風
月
を
心
身
に
溶

け
込
ま
せ
る
わ
け
で
す
が
、
自
然
の

織
り
な
す
そ
の
変
わ
る
で
も
な
い
変

わ
り
方
、
ゆ
っ
た
り
し
た
移
ろ
い
は
、

島
人
の
内
な
る
リ
ズ
ム
を
整
え
、
安

堵
の
表
情
を
浮
か
ば
せ
て
き
ま
し
た
。

当
然
、
台
風
を
は
じ
め
と
す
る
天
変

は
そ
の
景
色
を
一
部
塗
り
替
え
も
し

ま
す
が
、
そ
れ
と
て
自
然
の
成
り
行

き
と
寛
容
に
受
け
と
め
て
き
た
の
が

島
人
の
多
く
で
す
。

と
こ
ろ
が
昨
今
、
自
然
で
は
な
い

変
化
が
急
速
に
「
濃
い
色
」
部
分
で

多
く
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。
こ
の
不
自
然
な
変
化
は
島
人
愛

す
る
風
景
に
ノ
イ
ズ
と
な
っ
て
残
り
、

皆
の
中
に
先
行
き
不
安
な
感
情
と
な
っ

て
漂
い
は
じ
め
て
い
ま
す
。

自
然
の
持
つ
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
を
越

え
た
利
用
が
原
因
の
よ
う
で
す
が
、

「
有
名
観
光
地
は
ど
こ
も
似
た
よ
う

な
問
題
・
・
」
と
一
括
り
に
さ
れ
る

と
、
島
と
民
と
の
関
わ
り
が
な
い
が

し
ろ
に
な
り
、
享
受
さ
れ
て
き
た
恩

恵
に
ま
で
背
を
向
け
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

私
事
で
恐
縮
で
す
が
、
「
根
を
踏

ま
な
い
森
林
浴
」
を
言
い
続
け
、
そ

れ
な
ら
ば
と
空
中
を
歩
く
樹
上
回
廊

を
公
開
し
て
十
年
が
た
と
う
と
し
て

い
ま
す
。
世
界
に
冠
た
る
森
林
自
然

環
境
を
、
島
の
子
や
孫
・
後
世
に
ま

で
ど
う
伝
え
、
ど
う
残
す
か
。
そ
の

為
に
島
人
は
ど
う
す
れ
ば
良
い
の
か
。

も
が
い
て
い
る
最
中
で
も
あ
り
ま
す
。

い
つ
も
見
る
里
山
の
、
そ
の
奥
に

連
な
る
山
々
。
そ
の
大
部
分
を
占
め

る
国
有
林
に
つ
い
て
、
も
う
少
し
知

り
た
い
、
ほ
ん
の
ち
ょ
っ
と
で
も
前

向
き
な
方
策
を
探
り
た
い
、
と
願
う

こ
の
頃
で
す
。
ど
う
ぞ
、
ご
教
授
く

だ
さ
い
。

（
鹿
児
島
県
屋
久
島
町
在
住
）

中田 隆昭 さん

講師の説明を熱心に聞く児童

懸
命
に
鋸
を
引
く
児
童



年

齢

55
歳

出
身
地

福
井
県

年

齢

52
歳

出
身
地

熊
本
県

前

職

計
画
保
全
部
長

抱

負
計
画
保
全
部
長
と
し
て
二
年
間
大

変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
引
き
続

き
九
州
局
で
民
有
林
と
連
携
し
た
取

組
や
主
伐
・
再
造
林
の
円
滑
な
推
進

な
ど
、
関
係
の
皆
様
と
力
を
合
わ
せ
、

地
域
の
森
林
・
林
業
に
貢
献
で
き
る

よ
う
全
力
で
取
り
組
ん
で
参
り
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

前

職

北
海
道
局
計
画
保
全
部
調

査
官

抱

負
６
年
ぶ
り
の
九
州
森
林
管
理
局
勤

務
と
な
り
ま
し
た
。
一
般
会
計
３
年

目
、
国
有
林
の
技
術
、
人
材
、
フ
ィ
ー

ル
ド
を
活
か
し
た
国
民
目
線
で
の
円

滑
な
業
務
運
営
に
向
け
て
、
更
に
身

を
引
き
締
め
て
取
り
組
ん
で
行
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

と
に
か
く
、
健
康
で
！

明
る
く
！

元
気
に
！

前
向
き
に
！

年

齢

51
歳

出
身
地

鹿
児
島
県

年

齢

48
歳

出
身
地

愛
媛
県

前

職

林
野
庁
森
林
整
備
部
研
究

指
導
課
技
術
開
発
推
進
室

長

抱

負
九
州
局
へ
は
11
年
ぶ
り
、
九
州
で

は
大
分
県
庁
出
向
以
降
４
年
ぶ
り
と

な
る
勤
務
で
す
。

前

職

四
国
局
計
画
保
全
部
長

抱

負
九
州
局
は
初
め
て
で
す
が
活
気
の

あ
る
明
る
い
職
場
だ
と
感
じ
て
い
ま

す
。
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
で
あ
る
「
チ
ー

ム
九
州
」
の
一
員
と
し
て
、
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
を
高
め
つ
つ
、
主
伐･

再
造

林
を
は
じ
め
取
り
組
む
べ
き
諸
課
題

に
つ
い
て
、
皆
さ
ん
と
一
緒
に
前
向

き
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

離
れ
て
い
た
間
に
、
局
の
先
進
的

な
取
組
が
各
県
に
広
が
り
つ
つ
あ
る

だ
け
で
な
く
、
川
下
で
の
施
設
整
備

も
充
実
し
て
き
て
お
り
、
改
め
て
感

動
し
つ
つ
着
任
し
ま
し
た
。
こ
の
勢

い
を
止
め
る
こ
と
な
く
、
次
世
代
の

こ
と
も
考
え
な
が
ら
九
州
か
ら
の
森

林
・
林
業
の
再
生
に
精
一
杯
取
り
組

み
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、

宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

年

齢

38
歳

出
身
地

長
野
県

抱

負

は
じ
め
て
の
九
州
勤
務
と

な
り
ま
す
。
国
有
林
野
事
業
が
一
般

会
計
に
移
行
し
て
３
年
目
を
迎
え
る

中
で
、
九
州
の
国
有
林
が
地
域
の
森

林
・
林
業
に
よ
り
一
層
貢
献
で
き
る

よ
う
、
皆
さ
ん
と
一
緒
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

年

齢

57
歳

出
身
地

熊
本
県

抱

負

13
年
ぶ
り
の
経
理
課
勤
務

で
す
。
国
有
林
が
一
般
会
計
に
移
行

し
て
３
年
目
と
な
り
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
契
約
の
競
争
性
及
び
透
明
性
の

確
保
と
適
正
な
予
算
管
理
・
執
行
な

ど
に
つ
い
て
説
明
責
任
が
求
め
ら
れ

る
こ
と
か
ら
、
局
内
、
署
等
と
の
連

携
を
図
り
な
が
ら
取
り
組
ん
で
参
り

た
い
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

- 8 -

新
任
挨
拶

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

平
成
27
年
４
月
１
日
付
け
の
異
動
で
新
し
い
ポ
ス
ト
に
着
任
し
た
次
長

（
業
務
管
理
官
）
・
３
人
の
部
長
・
６
人
の
課
長
・
９
人
の
森
林
管
理
（
支
）

署
長
を
紹
介
し
ま
す
。

中山 浩次
なかやま こうじ

堂本 整
どうもと せい

吉永 俊郎
よしなが としろう

大政 康史
おおまさ やすし

井堀 秀雄
いぼり ひでお

山本 一則
やまもと かずのり



年

齢

52
歳

出
身
地

熊
本
県

抱

負

近
年
、
異
常
な
豪
雨
、
地

震
等
に
伴
う
大
規
模
な
災
害
が
発
生

す
る
と
と
も
に
、
火
山
活
動
も
活
発

化
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
自
然

災
害
か
ら
地
域
住
民
の
安
全
・
安
心

を
確
保
す
る
た
め
、
民
有
林
と
国
有

林
と
の
連
携
に
よ
り
、
災
害
に
強
い

森
林
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

年

齢

57
歳

出
身
地

熊
本
県

抱

負

今
回
、
資
源
活
用
課
長
か

ら
森
林
整
備
課
長
に
異
動
と
な
り
ま

し
た
。
森
林
整
備
課
の
業
務
は
造
林
、

林
道
、
分
収
林
、
薬
剤
関
係
な
ど
多

岐
に
わ
た
り
、
そ
れ
ぞ
れ
課
題
を
抱

え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
局
課
内
は
元

よ
り
署
等
と
の
連
携
を
密
に
し
、
常

に
前
向
き
に
対
応
す
る
所
存
で
す
の

で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

年

齢

57
歳

出
身
地

宮
崎
県

抱

負

こ
れ
ま
で
国
有
林
は
北
海

道
、
近
畿
中
国
、
四
国
、
九
州
局
と

渡
り
歩
い
て
き
ま
し
た
。
生
産
・
販

売
関
係
は
四
国
局
の
販
売
課
以
来
３

年
ぶ
り
と
な
り
ま
す
。
先
進
的
取
組

を
進
め
て
き
た
九
州
局
の
資
源
活
用

課
で
仕
事
を
で
き
る
こ
と
に
誇
り
を

も
ち
、
良
き
伝
統
を
つ
な
い
で
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

年

齢

55
歳

出
身
地

熊
本
県

抱

負

民
有
林
や
地
域
の
関
係
者

と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
現
場
重

視
を
徹
底
し
、
技
術
開
発
・
人
材
育

成
や
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
活
動
の
実
施
に

よ
り
民
有
林
支
援
を
推
進
す
る
と
と

も
に
、
国
民
参
加
の
森
づ
く
り
や
森

林
環
境
教
育
に
よ
り
森
林
・
林
業
へ

の
国
民
の
皆
様
の
理
解
を
促
進
す
る

よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
職
員
の
皆
様
の
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

年

齢

55
歳

出
身
地

熊
本
県

抱

負

今
回
の
異
動
で
、
九
州
局

勤
務
は
大
分
西
部
署
、
沖
縄
署
に
続

き
３
回
目
で
す
。
安
全
で
健
康
な
明

る
い
職
場
づ
く
り
に
努
め
、
公
益
重

視
の
管
理
経
営
の
推
進
と
長
崎
県
の

森
林
・
林
業
の
再
生
に
、
民
有
林
行

政
と
一
層
の
連
携
を
図
り
、
職
員
の

皆
様
と
力
を
合
わ
せ
取
り
組
ん
で
参

り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

年

齢

53
歳

出
身
地

鹿
児
島
県

抱

負

利
用
期
を
迎
え
て
い
る
森

林
資
源
の
計
画
的
・
効
率
的
な
有
効

利
用
を
い
か
に
図
っ
て
い
く
か
、
そ

し
て
地
域
振
興
に
貢
献
し
て
い
く
か

を
職
員
の
皆
さ
ん
や
関
係
者
と
十
分

に
検
討
し
つ
つ
、
公
益
的
機
能
の
発

揮
と
林
業
と
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た

管
理
運
営
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

職
員
一
同
結
束
し
て
災
害
の
な
い
明

る
い
職
場
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

年

齢

56
歳

出
身
地

福
岡
県

抱

負

管
内
に
日
田
林
業
地
を
抱

え
、
く
じ
ゅ
う
連
山
、
由
布
岳
、
鶴

見
岳
の
自
然
公
園
等
自
然
環
境
も
良

好
に
保
護
・
保
全
さ
れ
て
い
る
当
署

に
お
い
て
、
「
九
州
か
ら
の
森
林
・

林
業
再
生
」
の
実
現
に
向
け
た
取
り

組
み
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
災
害

の
な
い
健
康
で
明
る
い
職
場
づ
く
り

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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川上 伸一
かわかみ しんいち

古閑 博行
こ が ひろゆき

前田 三文
まえだ みふみ

甲斐 博文
か い ひろふみ

岡本 一孝
おかもと かずたか

濱田 秀一郎
はまだ しゅういちろう

秋山 郁男
あきやま ふみお

川畑 宏二
かわばた こうじ



年

齢

57
歳

出
身
地

鹿
児
島
県

抱

負

今
回
、
三
年
ぶ
り
に
二
回

目
の
九
州
勤
務
と
な
り
ま
し
た
。
職

員
の
み
な
さ
ん
と
力
を
合
わ
せ
、
大

分
に
森
林
管
理
署
が
あ
っ
て
よ
か
っ

た
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
尽
力
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
と
り
（
昼
も
夜
も
）
、
災

害
の
な
い
明
る
い
職
場
を
目
指
し
ま

す
。

年

齢

55
歳

出
身
地

熊
本
県

抱

負

森
林
林
業
の
再
生
に
向
け

て
、
民
有
林
と
も
一
層
の
連
携
を
図

り
な
が
ら
地
域
に
貢
献
で
き
る
国
有

林
を
目
指
す
と
と
も
に
安
全
で
健
康

な
明
る
い
職
場
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

年

齢

57
歳

出
身
地

北
海
道

抱

負

九
州
局
は
初
め
て
の
勤
務

な
の
で
一
日
も
早
く
馴
染
む
よ
う
努

め
ま
す
。
ま
た
、
九
州
の
先
進
的
な

林
業
技
術
な
ど
を
学
び
、
地
域
に
必

要
と
さ
れ
る
国
有
林
と
し
て
の
存
在

感
を
一
層
深
め
る
た
め
、
地
域
と
溶

け
込
み
良
い
山
づ
く
り
と
明
る
い
職

場
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
の

で
、
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

年

齢

55
歳

出
身
地

鹿
児
島
県

抱

負

藩
政
時
代
か
ら
の
流
れ
を

く
む
、
長
い
歴
史
と
伝
統
の
あ
る
飫

肥
林
業
地
域
の
森
林
管
理
署
で
仕
事

が
で
き
る
こ
と
を
大
変
嬉
し
く
思
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
職
員
の
皆
さ
ん

と
と
も
に
、
災
害
の
な
い
明
る
い
職

場
を
作
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

年

齢

52
歳

出
身
地

福
岡
県

抱

負

初
め
て
の
九
州
局
勤
務
、

久
し
ぶ
り
の
国
有
林
勤
務
で
す
。
何

は
さ
て
お
き
、
皆
様
と
と
も
に
健
康

で
安
全
な
、
明
る
い
職
場
、
風
通
し

の
よ
い
職
場
づ
く
り
に
努
め
、
沖
縄

県
の
森
林
・
林
業
の
発
展
に
貢
献
で

き
る
よ
う
全
力
で
取
り
組
み
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

年

齢

55
歳

出
身
地

熊
本
県

抱

負

事
業
量
等
が
九
州
ト
ッ
プ

ク
ラ
ス
の
都
城
支
署
に
二
度
目
の
勤

務
と
な
り
ま
し
た
が
、
職
員
の
皆
様
、

各
事
業
が
計
画
通
り
に
実
施
で
き
る

よ
う
努
め
て
参
り
た
い
と
考
え
ま
す

の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
担
当
＝
総
務
課
）

【
沖
縄
森
林
管
理
署
】
５
月
３
日
、

沖
縄
本
島
北
部
の
国
頭
村
「
奥
ヤ
ン

バ
ル
の
里
」
に
お
い
て
、
「
や
ん
ば

る
地
域
ロ
ー
ド
キ
ル
発
生
防
止
に
関

す
る
連
絡
会
議
」
の
主
催
に
よ
り
、

ヤ
ン
バ
ル
ク
イ
ナ
交
通
事
故
防
止
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
が
行
わ
れ
、
当
署
か
ら
も

４
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

沖
縄
本
島
北
部
で
は
、
５
月
頃
か

ら
ヤ
ン
バ
ル
ク
イ
ナ
を
は
じ
め
と
す

る
希
少
野
生
動
物
の
路
上
へ
の
出
現

頻
度
が
増
加
し
、
多
く
の
希
少
野
生

動
物
が
交
通
事
故
で
死
傷
し
て
い
ま

す
。
昨
年
は
、
２
０
１
２
年
と
並
び

過
去
最
多
の
事
故
発
生
件
数
を
記
録

し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
打
破
す
べ
く

連
絡
会
議
参
加
団
体
で
連
携
し
、
ロ
ー

ド
キ
ル
防
止
を
呼
び
か
け
る
ヤ
ン
バ

ル
ク
イ
ナ
や
ケ
ナ
ガ
ネ
ズ
ミ
が
プ
リ

ン
ト
さ
れ
た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
配
布

し
、
注
意
喚
起
を
行
い
ま
し
た
。

当
日
は
、
同
会
場
で
奥
ヤ
ン
バ
ル

鯉
の
ぼ
り
祭
り
が
開
催
さ
れ
た
こ
と

も
あ
り
、
地
域
内
外
か
ら
の
多
く
の

参
加
者
で
賑
わ
い
、
よ
り
多
く
の
方

に
や
ん
ば
る
地
域
の
ロ
ー
ド
キ
ル
事

情
に
つ
い
て
、
普
及
啓
発
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
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石神 智生
いしがみ ともお

清水 俊二
しみず しゅんじ

山部 義臣
やまべ よしおみ

工藤 孝
くどう たかし

桃木 康雄
ももき やすお

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
配
布
し
注
意
喚
起



平
成
26
年
度
治
山
・
林
道
工
事
コ

ン
ク
ー
ル
の
表
彰
式
を
４
月
８
日
、

局
長
室
に
お
い
て
開
き
ま
し
た
。

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
事
業
効
果
の

発
現
が
顕
著
な
も
の
に
つ
い
て
、
実

施
要
領
に
基
づ
く
取
り
組
み
テ
ー
マ

（
コ
ス
ト
縮
減
・
技
術
提
案
・
環
境

配
慮
）
に
合
致
し
た
工
事
の
中
か
ら
、

優
良
工
事
が
選
定
さ
れ
、
工
事
内
容

が
良
好
で
他
の
模
範
に
当
た
る
と
判

断
さ
れ
た
、
治
山
工
事
３
社
、
林
道

工
事
１
社
に
対
し
て
局
長
表
彰
を
行

い
ま
し
た
。

ま
た
、
局
長
表
彰
に
併
せ
て
局
が

推
薦
し
た
１
社
が
農
林
水
産
大
臣
賞

（
治
山
工
事
）
、
２
社
が
林
野
庁
長

官
賞
（
林
道
工
事
）
を
受
賞
さ
れ
た

こ
と
か
ら
、
屋
久
杉
の
額
縁
を
贈
呈

し
、
当
該
工
事
の
担
当
技
術
者
並
び

に
監
督
職
員
に
対
し
、
局
長
表
彰
を

行
い
ま
し
た
。

受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◆
農
林
水
産
大
臣
賞

〇
桜
島
地
区
治
山
工
事
（
古
河
良
川

下
流
）

《
鹿
児
島
署
発
注
》

株
式
会
社
島
津
建
設

代
表
取
締
役

葉
山
薫

◆
林
野
庁
長
官
賞

〇
内
山
２
０
１
２
林
道
新
設
工
事

《
宮
崎
署
発
注
》

松
本
建
設
株
式
会
社

代
表
取
締
役

松
本
純
明

〇
大
鹿
倉
３
０
６
６
林
道
新
設
工
事

《
大
隅
署
発
注
》

株
式
会
社
桑
原
組

代
表
取
締
役

桑
原
克
幸

◆
九
州
森
林
管
理
局
長
賞

【
工
事
の
部
】

〇
祝
子
川
治
山
工
事

《
宮
崎
北
部
署
発
注
》

株
式
会
社
山
崎
産
業

代
表
取
締
役
社
長

山
崎
司

〇
桜
島
地
区
治
山
工
事
（
あ
み
だ

川
第
１
支
流
第
６
分
流
）

《
鹿
児
島
署
発
注
》

株
式
会
社
植
村
組

代
表
取
締
役

桑
原
宏
志

〇
桜
島
地
区
治
山
工
事
（
西
道
川

第
２
支
流
第
３
分
流
）

《
鹿
児
島
署
発
注
》

株
式
会
社
有
迫
組

代
表
取
締
役

久
永
義
治

〇
茶
臼
岳
２
１
６
７
林
道
新
設
工

事
《
宮
崎
署
発
注
》

株
式
会
社
長
友
組

代
表
取
締
役

長
友
正
憲

【
技
術
者
等
の
部
】

〇
桜
島
地
区
治
山
工
事
（
古
河
良
川

下
流
）

現
場
代
理
人

田
中
宏
一
郎
（
株

式
会
社
島
津
建
設
）

主
任
技
術
者

野
添
博
幸
（
株
式

会
社
島
津
建
設
）

監
督
職
員

西
山
太
英

鹿
児
島

署
（
現
熊
本
南
部
署
）

〇
内
山
２
０
１
２
林
道
新
設
工
事

主
任
技
術
者

漆
島
照
彦
（
松
本

建
設
株
式
会
社
）

監
督
職
員

柿
本
一
宏

宮
崎
署

（
現
宮
崎
南
部
署
）

〇
大
鹿
倉
３
０
６
６
林
道
新
設
工
事

主
任
技
術
者

福
園
貴
生
（
株
式

会
社
桑
原
組
）

監
督
職
員

藏
富
英
典

大
隅
署

（
現
西
都
児
湯
署
）

（
担
当
＝
治
山
課
）

【
宮
崎
南
部
森
林
管
理
署
】
３
月

30
日
、
当
署
に
お
い
て
南
那
珂
森
林

組
合
と
の
間
で
「
日
南
市
富
土
地
域

森
林
整
備
推
進
協
定
」
を
締
結
し
ま

し
た
。

こ
の
協
定
は
、
日
南
市
富
土
地
区

に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
協
定
区
域

を
３
９
１
㌶
拡
大
し
、
民
有
林
、
国

有
林
合
わ
せ
て
６
７
７
㌶
の
森
林
を

対
象
と
し
た
も
の
で
、
民
有
林
、
国

有
林
が
一
体
と
な
り
森
林
・
林
業
の

再
生
に
向
け
、
森
林
の
多
面
的
機
能

の
高
度
発
揮
と
資
源
の
循
環
利
用
を

さ
ら
に
推
進
し
て
行
こ
う
と
い
う
も

の
で
す
。

協
定
期
間
は
平
成
31
年
度
ま
で
の

５
年
間
で
、
合
理
的
な
路
網
の
整
備

効
率
的
な
森
林
施
業
の
実
施
に
取
り

組
む
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

【
熊
本
森
林
管
理
署
】
く
ま
も
と

自
然
休
養
林
菊
池
水
源
地
区
の
菊
池

渓
谷
で
山
開
き
が
行
わ
れ
、
菊
池
渓

谷
を
美
し
く
す
る
保
護
管
理
協
議
会

を
は
じ
め
関
係
者
約
１
０
０
人
が
出

席
し
、
今
シ
ー
ズ
ン
の
無
事
故
を
祈

願
し
ま
し
た
。

神
事
に
続
き
、
森
本
義
春
署
長
が
、

森
林
の
有
す
る
公
益
的
機
能
や
、
緑

と
水
が
織
り
な
す
菊
池
渓
谷
の
景
観

美
な
ど
に
つ
い
て
挨
拶
を
行
い
ま
し

た
。最

後
に
関
係
者
に
よ
る
テ
ー
プ
カ
ッ

ト
が
行
わ
れ
、
淡
い
新
緑
の
下
で
今

シ
ー
ズ
ン
の
幕
開
け
を
祝
い
ま
し
た
。
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関係者によるテープカット

協定締結後握手を交わす両者

表彰された関係者のみなさん



緑
の
募
金
運
動
は
、
国
土
緑
化
運

動
の
中
核
的
な
推
進
手
段
と
し
て
国

民
参
加
の
森
林
づ
く
り
を
推
進
す
る

た
め
に
一
層
の
進
展
が
期
待
さ
れ
る

と
と
も
に
、
「
森
づ
く
り
と
木
づ
か

い
」
を
通
じ
て
東
日
本
大
震
災
の
復

興
を
支
援
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
「
緑
の
募
金
全
国
一

斉
強
調
月
間
」
と
し
て
、｢

み
ど
り

の
月
間｣

（
４
月
15
日
～
５
月
14
日
）

を
重
点
的
に
募
金
活
動
が
展
開
さ
れ

て
ま
す
。

こ
の
「
緑
の
募
金
全
国
一
斉
強
調

月
間
」
に
先
駆
け
、
４
月
９
日
九
州

森
林
管
理
局
局
長
室
に
お
い
て
、
緑

の
募
金
贈
呈
式
が
行
わ
れ
、
一
般
社

団
法
人
熊
本
林
業
土
木
協
会
長
永
野

征
四
郎
氏
か
ら
川
端
省
三
局
長
へ

募
金
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
社
団
法
人
熊
本
林
業
土
木
協

会
か
ら
は
毎
年
募
金
の
贈
呈
が
行
わ

れ
て
お
り
、
局
内
の
募
金
と
あ
わ
せ

て
国
土
緑
化
推
進
機
構
及
び
熊
本
市

地
域
緑
推
進
協
議
会
に
送
ら
れ
、
全

国
の
森
林
整
備
や
緑
化
推
進
事
業
に

活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
担
当
＝
技
術
普
及
課
）

【
長
崎
森
林
管
理
署
】
４
月
10
日
、

東
彼
杵
町
に
あ
る
遠
目
国
有
林
25
ろ

林
小
班
に
お
い
て
、
株
式
会
社
谷
川

建
設
の
新
入
社
員
17
名
に
よ
る
記
念

植
樹
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、

０
・
１
６
㌶
に
ヒ
ノ
キ
や
カ
エ
デ
、

ヤ
マ
ザ
ク
ラ
、
約
３
０
０
本
を
植
樹

し
ま
し
た
。
天
候
は
あ
い
に
く
の
雨

と
霧
に
包
ま
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、

合
羽
や
靴
を
泥
だ
ら
け
に
し
な
が
ら

も
、
職
員
の
指
導
を
受
け
つ
つ
笑
顔

で
植
樹
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
後
、
自
分
た
ち
の
植
え
た
苗
木

と
と
も
に
、
新
入
社
員
の
み
な
さ
ま

が
大
き
く
成
長
さ
れ
て
い
く
こ
と
を

願
い
、
無
事
に
記
念
植
樹
を
終
え
ま

し
た
。

- 12 -

永野会長（左）から川端局長へ

４
月
30
日
に
鹿
児
島
県
東
部
に
大

雨
が
降
り
、
肝
付
町
内
之
浦
地
区
の

全
１
９
４
９
世
帯
に
避
難
勧
告
が
出

さ
れ
ま
し
た
▼
内
之
浦
地
区
で
は
24

時
間
雨
量
が
３
９
３
㍉
と
過
去
最
高

を
記
録
す
る
な
ど
、
記
録
的
な
大
雨

で
し
た
▼
幸
い
に
も
大
雨
に
よ
る
人

的
な
被
害
は
無
か
っ
た
よ
う
で
す
が
、

昨
年
の
九
州
北
部
の
大
雨
、
広
島
県

で
の
大
雨
に
よ
る
災
害
な
ど
、
近
年

は
局
地
的
な
大
雨
に
よ
る
災
害
が
多

く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
▼
こ
れ
か
ら

梅
雨
に
入
っ
て
い
き
ま
す
が
、
梅
雨

の
末
期
に
日
本
海
側
で
雨
量
が
増
え

て
き
て
い
る
そ
う
で
す
▼
気
象
庁
の

デ
ー
タ
に
よ
る
と
、
梅
雨
末
期
の
雨

量
は
こ
の
１
０
０
年
で
約
50
％
増
え

て
い
て
、
現
在
も
増
加
傾
向
に
あ
る

と
の
こ
と
で
す
▼
な
ぜ
日
本
海
側
で

梅
雨
の
末
期
に
雨
量
が
増
え
る
の
か

理
由
は
は
っ
き
り
し
な
い
そ
う
で
す

が
、
地
球
温
暖
化
の
進
行
と
の
関
連

も
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
▼
気
象
庁
の

予
報
で
は
今
年
の
梅
雨
時
期
の
雨
量

は
少
な
く
な
る
見
通
し
と
の
こ
と
で

す
が
、
局
地
的
な
大
雨
は
い
つ
ど
こ

で
の
予
測
が
難
し
い
よ
う
で
す
▼
梅

雨
や
台
風
な
ど
に
よ
る
大
雨
が
予
想

さ
れ
る
時
に
は
、
気
象
情
報
な
ど
を

確
認
し
、
早
め
早
め
の
対
応
を
お
願

い
し
ま
す
。

（
て
）

渓
谷
沿
い
の
湿
度
の
高
い
登
山
道

を
藪
こ
ぎ
し
て
い
る
と
強
い
匂
い
が

し
て
コ
ク
サ
ギ
の
存
在
が
分
か
り
ま

す
。
雌
雄
異
株
の
ミ
カ
ン
科
で
、
葉

を
透
か
し
て
み
る
と
油
点
を
観
察
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

コ
ク
サ
ギ
の
特
徴
は
、
葉
が
組
互

生
と
い
っ
て
１
方
向
に
２
枚
ず
つ
の

葉
が
交
互
に
付
い
て
い
る
こ
と
で
す
。

ネ
コ
ノ
チ
チ
（
樹
木
園
西
側
）
、
イ

ソ
ノ
キ
で
も
観
察
で
き
ま
す
。

植
物
の
葉
は
基
本
と
し
て
、
葉
を

揉
ん
で
葉
に
含
ま
れ
て
い
る
精
油
を

壊
し
て
、
成
分
が
外
に
出
て
匂
い
が

分
か
る
仕
組
み
で
す
。

し
か
し
、
コ
ク
サ
ギ
や
ド
ク
ダ
ミ

は
人
が
近
づ
く
と
自
然
に
匂
い
が
出

て
き
ま
す
。
植
物
が
身
を
守
る
た
め

に
匂
い
を
発
散
す
る
の
で
し
ょ
う
が

不
思
議
で
す
。

昔
は
殺
虫
剤
や
忌
避
剤
が
少
な
か
っ

た
の
で
、
コ
ク
サ
ギ
を
煎
じ
て
牛
の

体
を
拭
き
ハ
エ
の
忌
避
剤
と
し
て
、

ト
イ
レ
に
流
し
込
ん
で
ハ
エ
の
幼
虫

駆
除
を
し
て
い
た
そ
う
で
す
。

名
前
は
、
小
臭
木
で
ク
サ
ギ
の
よ

う
な
匂
い
が
あ
っ
て
木
が
小
さ
い
こ

と
か
ら
名
前
が
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

職員から指導を受ける社員


